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論    文    の    要    旨 
 
 日英語における数量表現と関係節の研究は、伝統文法以来、それぞれ盛んに行われてきているが、
しかし、両者の相関関係に注目した先行研究はごく少数にとどまっている。本研究は、数量表現と関
係節の個別の統語的・意味的特性を踏まえた上で、両者の相関関係を考察することを眼目とする。と
りわけ、関係節が部分構造に類似する機能を有することや、部分構造を含む数量表現が関係節と主節
の論理関係に影響を及ぼすことなどを示す。 
 本論文は 7章からなる。第 1章は序論で、本論文の目的と構成が述べられる。 
第 2章は、英語の部分関係について論ずる。本論文では、部分関係の区別と部分構造の区別が統合
され、以下の 3分類が提案される。1つ目はグループとメンバーの関係に基づく部分関係（M部分関
係）、2つ目は単一個体とその一部分の関係に基づく部分関係（I部分関係）、3つ目はタイプ・トーク
ンの関係に基づく部分関係（T部分関係）である。これらの関係を表す表現はそれぞれ、M部分構造
（two of the booksなど）、I部分構造（two pages of the bookなど）、T部分構造（two copies of the book
など）と呼ばれる。これらの部分関係を意味的に区別すべき理由として、①部分構造の類似表現に A 
out of B形式があるが、この形式はM部分構造と交替するが、T部分構造とは交替しないこと、②第
2名詞句にモノ名詞を含む部分構造（two of these apples）はM部分構造と T部分構造で曖昧になる
のに対して、第 2名詞句がヒト名詞を含む部分構造（two of these students）はM部分構造の解釈し
かもたないことなどを指摘する。 
 第 3章は，部分関係を表す日本語表現として，‘Aノ（ウチノ）B’形式と数量詞遊離文を取り上げ
る。‘Aノ（ウチノ）B’形式については、数量詞の種類と生起位置によってどの部分関係を表すかが
決まると主張する。例えば、‘それらの本の（うちの）2 冊’のように基数的数量詞が B 位置に生じ
た場合はM部分関係になるが、‘2冊の本’のように基数的数量詞がA位置に生じた場合には疑似部
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分構造に対応する意味になる。また、基数的数量詞が‘2ページ’のような「内容数量詞」であれば、
‘その本の 2ページ’のように I部分関係となる。数量詞遊離文については、遊離するのが内容数量
詞なら I部分関係の解釈になり（‘花子はその本を 10ページ読んだ’）、個体数量詞なら T部分関係の
解釈になる（‘花子はその本を 5冊買った’）という観察が示される。日本語では、T部分関係を部分
構造で表すことができないため、T 部分関係はもっぱら数量詞遊離文によって表されることになる。
なお、‘花子はその饅頭を 2 個食べた’のような文で得られる（と主張されてきた）M 部分関係の解
釈は、実は T部分関係の解釈から語用論的に推論されたもので、キャンセル可能であると主張する。 
第 4 章は、英語における M 部分構造と関係節の相関について論じる。先行研究では、部分構造が
非制限的関係節とは共起するが、制限的関係節とは共起しないという観察や、先行詞が不定名詞句の
場合には、制限的関係節でも部分構造と共起できるとする観察があったが、本論文では、文脈の支え
があれば、先行詞が定の制限的関係節であっても部分構造と共起できると主張する。また、部分構造
を内包する制限節では、①部分構造がメンバー・レベルに言及し、先行詞がグループ・レベルに言及
するという指示レベルの繰り上げが起こること、②あらかじめグループ・レベルの表現が導入されて
いなければ適切に解釈できないことを指摘する。 
第 5章では、3種類の部分構造と制限関係節の相関を論じる。とりわけ、各部分構造が制限節内に
生起した場合に見られる共通の特徴と個別の特徴が示される。共通の特徴としては、制限節と先行詞
で言及する指示レベルがずれることが挙げられる。第 4章で示したように、M部分構造が関係節内に
生じている表現では、先行詞がグループ・レベルを、数量表現がメンバー・レベルを指さなければな
らないが、I部分構造と T部分構造についても同様の指示レベルのずれが保障されなければならない。
部分構造の個別的な特徴としては、第 1名詞句内の類別詞の省略に関する非対称性がある。例えば、
T部分構造の類別詞（the book that Mary bought two (copies) of）では省略が可能であるが、I部分
構造の類別詞（the book that Mary read two *(pages) of）では省略できないという違いがある。これ
は、T部分構造と I部分構造で類別詞の省略によって得られる連鎖がM部分関係に対応するかどうか
で違いが生ずるためであると説明される。さらに、非制限節の先行詞に数量詞が含まれる場合の文法
対立については、主節と関係節の論理関係と数量表現の整合性に起因するという説明を与える。 
第 6章は、日本語における数量表現と関係節の相関について論じる。関係節が数量を限定している
‘［学生が試験に落ちた］数’のような表現では，関係節が「個体」ではなく、「事態」に焦点を当て
ていると仮定し、解釈としてはイベント読みが得られると主張する。また、遊離数量詞の先行詞が関
係節を伴っている場合（?*‘山田はそこで［その後の人生を一変させる］本を 1冊買った’）に注目し、
関係節事態（山田の人生が一変すること）と主節事態（本を買うこと）が因果関係にあることにより、
遊離数量詞の先行詞がタイプ解釈を受けられないために容認性が低下すると説明する。さらに、数量
詞遊離文の先行詞が数量表現を含んでいる場合について考察し、遊離数量詞が‘2 個’のような数詞
の場合と‘2,3 個’のような概数詞や‘ほとんど’のような比率的数量詞の場合で文法対立が見られ
るという観察を示す。この場合に概数詞が数詞と異なる振る舞いをみせるのは、先行詞に含まれる基
数的数量詞との相関によって概数詞が「比率読み」を獲得するためであると主張する。 
第 7章は結論であり、各章の内容がまとめられ、残された課題と今後の展望が述べられる。 
 
審    査    の    要    旨 
 
 本論文は、日英語における数量表現の統語的・意味的特性を詳細に分析するとともに、数量表現が
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関係節の構造に現れる事例を取り上げて、両者の相関関係、すなわち、数量表現の各種類と関係節の
制限・非制限の区別、先行詞の定・不定の違いなどが、文法性や解釈可能性などにどのように影響す
るかを深く掘り下げて考察している。時間をかけてじっくりと練り上げた論考であり、的確な例文の
提示や行き届いた説明など、成熟した論文に仕上がっている点がまず高く評価される。 
 数量表現の分析においては、M・I・Tという 3種類の部分関係を設定し、その観点から言語事実を
見直すことにより、例えば、部分構造をもつmany of those machinesが there構文に生起可能であ
るのは、通常のM部分関係ではなく、T部分関係も表しうるからであるという説明を与え、また、日
本語でT部分関係を表しうるのは遊離数量詞文だけであるという結論を導いている。これらの知見は、
先行研究ではほとんど見過ごされてきており、部分関係を細分化することで初めて可能になった一般
化である。その意味で、数量表現研究における本論文の貢献はきわめて大きいと言える。 
本論文は、新たな言語事実の指摘にも富んでいる。先行研究ではまったく扱われていなかった、先
行詞が定である制限的関係節と部分構造が共起している事例が本論文では提示されている。また、T
部分構造の類別詞は省略できるが、I 部分構造の類別詞は省略できないという指摘もたいへん興味深
い。これらの新たな事実は、言語データやコーパスを単に注意深く観察するだけでは得ることができ
ず、数量表現にかかわる 3種類の部分関係と関係節の解釈に伴う指示レベルのずれ等を勘案すること
により、その理論的帰結として初めて浮き上がってくるものである。その意味でも、貴重な新事実で
ある。 
さらに、数量表現と関係節の相関については、新たな事実を提示しているだけでなく、その分析は
きわめて精緻であり、十分に説得力を有している。とりわけ、部分構造を内包する制限的関係節にお
いて、先行詞が文脈で与えられたグループを指し、部分構造がそのメンバーを指示する場合に適切な
解釈が可能になるという主張は、この状況が実質的に部分構造制約を充足することになるからという
理由と併せて、理論的にたいへんきれいな説明になっている。 
ただし、今後に残された課題がないわけではない。数量表現に関しては、近年、統語論の極小主義
の枠組みの下で、その統語構造の解明が進んでいるが、それらの研究に対する目配りが十分であると
は言えない。今後、本研究との整合性を検証し、取り込みうる知見があれば積極的に取り込み、さら
に包括的な論考に高めることが望まれる。また、先行詞が関係節を伴っている日本語の数量詞遊離文
の非文法性に関して、関係節事態と主節事態の因果関係に基づいた説明が提示されているが、考察対
象となっている事例がまだ少数であり、事実観察を十分に拡げる必要があると思われる。 
以上、若干の課題は残るものの、本論文は数量表現と関係節の研究において、独創的でかつ説得力
のある分析を提供するものであり、優れた研究成果であることは間違いない。 
 
平成 26年 4月 21日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、
著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第１０条（２）に該当することから免除し、審議
の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
よって著者は、博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
